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Ⅰ はじめに
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研究 ： 研究室の分室「ラボ」
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「松平ラボ」（江津市）

「邑南ラボ」（邑南町） 「飯南ラボ」（飯南町）

「奥出雲ラボ」
（奥出雲町）

「さだラボ」
（出雲市佐田町）



2020年度研究ラインナップ
■地域運営組織の構築

・石川県白山市（28地区）

■地域運営組織の再構築

・兵庫県佐用町（13地区）★

・兵庫県加西市（10地区）★

■コミュニティビジョンの推進

・兵庫県豊岡市（29地区）★

■「小さな拠点」づくり事業

・島根県佐田町（13地区）・・・・・「さだラボ」

■住民自治組織の再編 ・・・・・・「邑南ラボ」 ★

・島根県邑南町（10地区）

■「撤退学」（奈良県立大学）

・「むらおさめ」の実態と理論化に関する研究 ★★（エントリー）

■地域史料アーカイブ

・歴史学・アーカイブ学科研 ・・・「松平ラボ」 ★★ 4

本年度100地区以上を対象

■高校魅力化

・島根県立矢上高校（魅力化推進ビジョン２期目）

・島根県立飯南高校（生命地域学の継続）

・鳥取県立米子西高校（みらいチャレンジの継続）

・鳥取県立日野高校（魅力化向上）

・兵庫県立佐用高校・網干高校（カリキュラム開発）

■公営塾・教育再生

・鳥取県日野郡ふるさと公営塾（日野町・日南町・江府町）

・保小中一貫教育のあり方検討（日南町）

■学校再編 ★★（奈良大学）

・島根県奥出雲町（10小学校） ・・・「奥出雲ラボ」

■持続可能な地域づくりの推進

・島根県飯南町（国道54号アクションプラン推進協議会）

・・・「飯南ラボ」★

■砂丘と集落の形成に関する研究 ★★（京都大学）

・鳥取県（東部海岸集落，3事例集落） 等

★：共同研究：５ ★★：科学研究費補助金：４



集落づくり・地区単位の地域づくり

■島根県奥出雲町（尾原ダム周辺地域における地域づくり）

■島根県飯南町（国道54号線アクションプラン推進協議会の運営）

■島根県出雲市佐田町（NPO法人との協働による地域づくり）

■島根県邑南町（集落・自治会・公民館のあり方に関する見直し）

■島根県江津市（松平地区を中心とした限界集落対策）

■島根県吉賀町（蔵木地区を中心とした地区単位の地域づくり）

■大田市馬路地区（まちづくりセンターを中心とした地域づくり）

■隠岐の島町西郷中町（小地域福祉活動の一環） 等
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地域運営組織づくり・再構築

■島根県雲南市（全30地区，全国で最も有名な地域運営組織の一つ）

■島根県江津市（全23地区における地域運営組織の立ち上げ）

■島根県吉賀町柿木村（手づくり自治区柿木村を設立）

■兵庫県豊岡市（全29地区における地域運営組織の立ち上げ）

■兵庫県佐用町（全13地区における地域運営組織の再構築）

■島根県佐田町（全13地区における地域運営組織の再構築）

■石川県白山市（全28地区における地域運営組織の立ち上げ）

■兵庫県加西市（全10地区における地域運営組織の再構築） 等
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Ⅱ 加西市の現状と課題
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加西市の人口推移と将来予測（2015年～2060年）

8（1985～2015年：国勢調査，2020～2060年：社人研推計）



加西市・兵庫県・全国の合計特殊出生率の推移

9（「加西市統計書」）



加西市における女性の年齢別純移動率の推移（移動後1985年～2015年）

10

（総務省「国勢調査」、厚生労働省「都道府県別生命表」に基づきまち・ひと・しごと創生本部作成）



自然増減と社会増減の人口動態への影響

（加西市住民基本台帳調査：各年９月末時点） 11

○1999年～2002年
自然増・社会減

○2003年～2017年
自然減・社会減

○2018年～
自然減・社会増

圧倒的に自然減が多いため
社会増では追いつけない



加西市の人口構成

12

少ない女性層

（加西市住民基本台帳調査：2020年1月1日時点）

減少し続ける人口



加西市における地域的課題

13

快適な生活環境に恵まれ，困りごとはあまり感じない

さりとて，人口が流出，出生率が低いのはなぜ？

いまは大丈夫かもしれないが，今後は・・・

しっかりとした未来づくりのためのふるさと創造会議

さ

か

い

し

住民による危機感が希薄

行政が住民のためにつくった

「ふるさと創造会議」



「第2期加西市地域創生戦略」に示された基本目標の体系

社会的対応

地域的対応

自然増を
目指す対策

社会増を
目指す対策

＜暮らしの充実＞
誰もが安心して暮らせる，
共生する地域をつくる

＜少子化の歯止め＞
若い世代の結婚・出産・子育ての

希望をかなえる

＜生産性向上＞
若者・女性の仕事を生み出し，
活力ある社会をつくる

＜住みよさ創出＞
新しいひとの動きを生み出し，
つながり交流するまちをつくる

○雇用・就労
○ワーク・ライフ・バランス
○産業振興

○観光人口創出
○シティプロモーション・観光
○空き家活用

○結婚 ○出産
○子育てと就労の両立

○健康・福祉
○防災・防犯
○公共交通 ○教育
○コミュニティ・広域連携 14



Ⅳ 地域づくりの必要性と
住民自治の確立
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全国各地で共通する「困り事」 →少しでも解決することが「地域づくり」

若者が出ていって
どんどん人が
少なくなる

地域の役員の
なり手がいない

どの会合もだいた
い同じ人ばかり

婦人会活動はしたい
けど，だれも役員は
したがらない

車が運転できるうちは
何も不自由がないけど

この先を考えると不安

ご近所にお声掛け
したいけど，

プライベートな

ことに関わってい
いのかしら

だれかが，どこかで，少しでも解決しなければますます住みづらくなる 16



時代の変化で
新たに増える
対応すべき要素

「自助」にウエイトを置き
過ぎると世帯間・個人間の
格差が大きなる

個人
（自助）

市場
（サービス）

地域
（共助）

行政
（公助）

公的支援の低下
（財政事情等）

民間サービスの低下
（市場原理）

地域力の低下
（人口減少・
高齢化）

「行政」（公助）も，「市場」（サービス）も縮小 → 「共助」の重要性が叫ばれるが・・・・

住民・行政だけではなく
みんなで地域を守る
本当の意味の
「公助」が必要

だから・・・・
↓

「新たな公」
↓

ふるさと
創造会議

17



住民自治組織の階層性：市と協働のパートナーがふるさと創造会議

18（加西市ＨＰより転載）



「ふるさと創造会議」は区長会と何が違うのか？

市

公民管区（4）

自治会（142）

地区（9～10）

南部

市

善防

自治会

中央

地区

自治会 自治会

地区地区

「公民館」で
対応すること
ではないのか？

区長会

自治
会長

公民館

自治
会長

自治
会長

「区長会」で
対応すること
ではないのか？

北部

自治会

地区地区社協

「私たちの仕事
です！」 19



「生き残る地域」とは

20（「佐用町広報」2020年６月号より転載）

「近所付き合いが残る地域」

「誰もが自由に発言でき，
みんなが耳を傾ける集まり」



「イエ」の集まりから「人」の集まりへ

区長会
（住民自治）

自治会・集落

隣保・組・班

ふるさと創造会議
共

公
地域振興 地域福祉 地域防災 人づくり

両方大事

「イエ」の集まり 「人」の集まり

男性中心・伝統重視・強制的

満場一致の原則・一戸一票制

「場」

（コミュニティ
センター）

地域内

地域外

男女対等・緩やかな改革・選択的
緩やかな合意形成・一人一票制

学校

企業行政

JA

郵便局

商工会

青年
会議所

出身者 交流人口
（訪問者）ファン

（関係人口）

男性 女性 女性

（新しい住民自治）

21



ふるさと創造会議の目的（ミッション）：住民自治の確立

「イエ」の集まりから「人」の集まりへ

地域のことをみんなで考えるプラットホームづくり

地域を計画的に運営する地域マネジメントの推進

１

２

３

最大のポイント：女性、若者、子どもの参画 22



地域運営組織（ふるさと創造会議）は何をすべきか？

地域課題
の解決

地域資源
の活用

女性、若者、子どもの参画がポイント

①組織づくり
地域コミュニティ組織

②拠点づくり
地域コミュニティ
センター等

＜第１ステップ＞

＜第２ステップ＞
③計画づくり
夢づくりプラン

④人づくり
多様な人材の参画

23



地域主体で未来を切り拓く必要性

従来の慣行では限界がある
「計画」を立て，「実践」していく必要がある
効率化・再編・縮小もキーワード

24



「豊岡市コミュニティビジョン」が掲げる地域コミュニティの将来像

25



全てを実施しなくてもよい

＜コツ＞

①地区において必要な要素を実施する

②地区においてシンボル的要素を中心に据える

③地区において「やりたいこと」「やるべきこと」を

実施する

「無理をせず」

「できることから」

「コツコツと」 26



27

豊岡市第２章：「地域コミュニティビジョン」にもとづく「地域」と「行政」の改革

地域の改革

地区ビジョンの

策定

行政の改革

「アクションプラ
ン」の策定と実施

中間支援組織
の構築

地域戦略会議
の設置



その１ 地域戦略会議の設置 地域づくりの司令塔

28

井原友建氏（NPO法人地域再生センター主任研究員）

垣江重人氏（元豊岡市防災監）

柏木登起氏（一社 明石コミュニティ創造協会事務局長）

木村尚子氏（一社 暮らしの学校農楽代表理事）

作野広和 （島根大学教育学部教授）

地域コミュニティアドバイザー（５名）

コミュニティ政策課

総務課

政策調整課

振興局（支所）

中間支援組織

地域住民

副市長



その２ 中間支援組織の設立 「つなぐ」「かかわる」「しかける」

29

中間支援組織 ちいきのて の機能

Ⅰ マッチング

Ⅱ コンサルティング

Ⅲ コーディネート

Ⅳ シンクタンク（情報整理）

・地域コミュニティ組織の活動支援
・適宜市役所・関係機関等への橋渡し

豊岡市
地域コミュニティ組織

（市内29組織）

マッチング

企業等

協働

現在，2名の専任スタッフ設置された事務所

（中間支援組織ちいきのて資料より転載）



その３ トップダウンとボトムアップによる「行政」の改革

30

豊岡市

地域

地区

行政区

トップダウン
「上からの改革」

ボトムアップ
「下からの改革」

(1)地域の窓口
ワンストップ化

総務課

コミュニティ
政策課

振興局

(2)行政改革
地域依頼事項の縮小

(3)職員改革
地域への主体的
関わり

(1)委員・役職の
見直し

(2)既存事業の
見直し

(3)地域への関わり方の
見直し

職員ネットワーク会議
市長・副市長の

采配に期待



Ⅴ 地域運営組織の改革

～兵庫県佐用町の事例～

31



地域運営組織形成の主体：三者が有機的に連携 → 最初が肝心

行政

NPO ・
大学等

住民

住民主体 住民との協働

第三者の存在
アドバイザー・
中間支援の必要性

32

×「住民のことは住民に任せる」

行政は「着かず離れず」を
モットー

入れ物づくりは行政と
第三者で構築

住民だけで考えたら
必ず楽な方向に向かう

↓
年配男性による年配男
性のための組織づくりは
元の木阿弥

×行政職員の地域駐在
（支所・出張所はOK)

×金を出すことが行政の誠意
必要なのは「知恵」を出すこと
住民の主体性を涵養することが目的



兵庫県佐用町の事例
事例

33

人口：約15,500人（高齢化率約40％）
地域運営組織：４町合併→地域づくり協議会（13地区）
課題：組織運営が住民任せのため活動が硬直化



34

広域合併直後に
「協働のまちづくり」の
スキームを提示

全13地区に画一的な
地域運営組織が設立

地域住民はもちろん，
役場職員も主旨を理解
しないまま設立

行政の姿勢
「住民のことは住民に
任せる」
行政はお金だけを出す

どこから手をつけて
いいかわからないほど
硬直化



地域づくり協議会による成果 江川地域づくり協議会（11集落）
地域デマンド交通

（2010年より実証実験）

ふれあい喫茶
（旧農協店舗：ふれあいホール）

特産物加工・販売
（焼栗・じねんじょ）

廃校となった江川小学校
（ドローン学校として活用）

陰陽師の里
（七夕行列）

35

江川のロゴ入り
ビールづくり



地域づくり協議会による成果 長谷地域づくり協議会（６集落）
ふれあい長谷
（旧長谷小学校）

ゴトンボ荘
（古民家風新築住宅）

農業体験
（貸し農園）

バンブーマウス事業部
（開発中のトレーラー）

ファブラボ西播磨
（Uターン技術者）

36

ロケットストーブ（POCT)

・竹パウダー

キーパーソン
（Uターン）



地域づくり協議会再生の４年計画

37

検討委員会による方針策定

再生活動１年目

再生活動２年目

再生活動３年目21

19

20

18
島
根
大
学
と
の
共
同
研
究

み
ん
活
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議



１年目：あり方検討委員会による検討

38



改革のポイント１：ミッションの再定義

39



改革のポイント２：多様な主体の参画

40

地域づくり協議会への

参画は

住民だけではない！

■地域内組織
・JA

・郵便局
・社協
・企業
・商工会女性部・青年部 等

■地域外住民
・出身者
・来訪者（交流人口）
・関係者（関係人口）



改革のポイント３：組織のスリム化

41



改革のポイント３：組織のスリム化

42



ポイント４：事務局の再構築

43

■センター長だけが動いていないか？

■部会は機能しているか？

■「やりたい人」が参画しているか？

■女性，若者，子どもの参画は

あるのか？

みんなが参画している

地域づくり協議会に

なっているか？

地域の中で，「やりたい」人は必ずいます



改革のポイント５：事業の見直し

44



Ⅵ おわりに
～残された課題と
地域づくりのコツ～

45



出雲市佐田町における自治組織の階層構造

佐田自治協会

須佐自治協会

６地区

振興協議会

26

自治会

窪田地域振興
協議会連合会

７地区

振興協議会

30

自治会

人口3300人の町に

４階層

（「スサノオの風資料」より作成）

合意形成が

極めて困難

＜中学校区＞

＜小学校区＞

＜CB＝大字ベース＞

＜集落＞

何人ものキーパーソン
にお伺い

46



地域公認の地域づくり実行集団の設置

佐田自治協会

須佐自治協会

６地区

振興協議会

26

自治会

窪田地域振興
協議会連合会

７地区

振興協議会

30

自治会

やる気のある人
元気のある人

＜住民＞
女性・若者・子ども

＜住民以外＞
出身者・事業所
関係人口・大学等

＜協議機能＞

イエの集まり

＜実行機能＞

人の集まり

個
別
の
協
議
を
必
要
と
せ
ず
委
任

地
域
の
声
を
斟
酌
し
て
地
域
の
実
態
に
あ
っ
た
活
動

ふるさと

創造会議 47



ありがとうございました
作野広和（島根大学教育学部）

0852-32-6107

hsakuno@edu.shimane-u.ac.jp

https://www.edu.shimane-
u.ac.jp/staff/staff23.html

加西市

未来を考える講演会
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